
教員及び助手の定年に関する規程 

 

制定 昭和４８年４月 １日 

改正 平成１９年３月２８日 

（趣  旨） 

第１条 この規程は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２８条の２の規定に

 基づき、教員及び助手の定年、並びに非常勤の講師の委嘱年齢に関し必要な事項を定め

 るものとする。 

（定  年） 

第２条 教員及び助手の定年は６５歳とする。 

（退職の時期） 

第３条 定年に達した教員及び助手は、定年に達した日の属する学年の末日に退職するも

のとする。 

（非常勤の講師の委嘱年齢） 

第４条 非常勤の講師を委嘱できる年齢は、年度内において７０歳以下とする。 

（補  則） 

第５条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は学長が定める。 

   附 則 

 この規程は、昭和４８年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は、昭和５９年２月１０日から施行する。 

２ この規程施行の際、６８歳を超える非常勤の講師の委嘱年齢限度については、別に定

める。 

 

 「岐阜市立女子短期大学教員の定年等に関する規程」附則第２項に規定する委嘱年齢限

度について 
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標記の委嘱年齢限度を下記のように定める。 

 

記 

７５歳以上の者    昭和５９年度より２年度以内に達する年齢 

７５歳に満たない者  昭和５９年度より３年度以内に達する年齢 

   附 則 

この規程は、平成元年１０月２０日から施行する。 

附 則 

この規定は、平成１９年４月１日から施行する。 


